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一一人工呼吸関連機器・ユーザーレポート

人工呼吸:10巻2号

E削 Eポールフィルターの特徴と問題点

福島県立医科大学麻酔科学教室

川前金幸

lTh伍ポールフィルター(以下HME)は、除菌

フィルターとして開発され、その除効率は0.02ミク

ロンのMS2パクテリオファージで99.999%と、 HB

ウイルスをもプロックするといわれている。人工

呼吸中のlTh伍の有用性は、 1)呼吸器感染を有する

患者(以下、感染者)の呼吸器回路、およびICU室内

への感染の予防、 2)呼吸器回路から気道への感染

の予防、 3)加温・加湿による気道の保護にある。

しかしながら、 E動Eは、 ①疎水性であるが、加温・

加湿の程度は十分か。 ②気道抵抗の増加や③死腔

の負荷は、患者の呼吸仕事量を増大させなし、かが

問題となり、これらについて検討を行った。

1)加温・加湿の程度を、 E動Eその他16種類の人

工鼻について検討した。回路内温度と湿度を質量

分析計及び反応速度のきわめて短いサーミスター

を用いて測定した。体温37.8
0

Cの犬を用い、装着前

後で、吸気の水分量は約20分で1.8%から3.6%へ上

昇し、以後間程度を保った。また、吸気温は約10

分で、 25.40Cから26SCへと上昇した。この備は、

他の親水性の人工鼻とほとんど同じか、むしろ高

い値をとり、加温、加湿効果は十分と思われた。

2)気道抵抗は1vを3∞rnIとして、 3∞rnI/s， 1.0 s 

のdynamicf10wで1.9αnH幻の圧差を生じ、“lOrnI/s， 

0.5 sで"i2.0cmH泊で、あった。特に十分加湿され、

水滴が露結した状態では、同じ条件で、各々

2.2cmH泊、 2.4cmH20で‘あった。しかし、人工呼吸

中に用いる場合、従来のコントロールベンチレー

ションでは、気道抵抗はあまり問題とならなし、。

問題は、自発呼吸下の人工呼吸で、現在最も多く

頻用されているS-IMV、PSV、CPAPの換気モード

の場合である。特に、吸気初期にみられる吸気努

力の増大は患者にとって負担となり、頻呼吸から

呼吸筋の疲労、呼吸不全を引き起こす。しかしな

がら、最近のいわゆる第3世代の人工呼吸器の進歩

はめざましく、吸気時のトリガー感度の改善と追

従性の向上により、口元での吸気陰圧も軽減され

た。さらに、 PSVなる圧補助 (1-3cr叶1泊)を加える

ことにより自発呼吸下のフィルターによる気道抵抗

は、たとえフィルターの前後に液体が貯留するほ

どの大きな抵抗であってもほとんど無視できる程、

軽減されるようになった。但し、呼気抵抗に関し

ては、 PEEP様の付加が加わることとなるが、十分

理解して使用すれば問題はない。

3)死腔の増大に伴ない呼吸パターンが変わらな

いと血中炭酸ガスは増加する。通常自発呼吸下で

は、 一回換気量が増大して代償されるが、筋の疲

労があると破綻をきたす。そこで我々は、挿管チ

ュープlこ対して直列に装着した従来の接続ではな

く、 Yコネクターより吸気側、あるいは呼気側、ま

たは両者に本フィルターを装着し、実験を行った。

結果、やはり、 PSVを付加すれば、炭酸ガスの蓄積

もなく、呼吸仕事量も増大せず、 Pa∞zを維持する
ことができた。

最後に、人工呼吸回路に加温・加湿器の装着さ

れている場合、 E部.fEは使用禁忌と書かれてある。

しかし、加温しないで用いれば過剰加温にならな

いと言われており、また、中枢神経障害、心不全、

呼吸不全のように生体の合ysideで・の管理を要する

場合、曙療の乾燥は肺合併症の原因となり、時に

気管チューブの閉塞をきたす可能性がある。その

ような場合、加温・加湿器と同時に用いることは、

気道ケアの点で重要な意味をもつものと考える。

以上、特徴と、問題点を把握して、上記のよう

な工夫を施せは、有力な武器になると思われる。



~Lyポール人工 フィルター
(呼吸器回路用フィルター)

l麻酔、人工呼吸時の院内感染の防止に|

99.999%以上の

細菌除去効率を発揮

BB25A HME15・22 HME15-22M 

Oろ過のメカニズム

患者と回路の聞を遮断し、細菌、異物による相互の

汚染を防止します。

直接遮断による除去 | 慣性による吸着除去 | 施散による吸着除去

Pseudomonas diminu飽(約0.3ミクロン)および

MS-2パクテリオファージ(約0.02ミクロン)を使用し

たチャレンジテストにより99.999%以上の除去効率

を確隠しています。
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